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 国民健康保険からのお知らせ …………2面

 子ども手当を支給します ………………3面

 幼児2人同乗用自転車レンタル事業 …3面

 パブリックコメントの結果をお知らせします …3面

 市からのお知らせ …………………7面から

今号の紙面から

市長コラム

三
鷹
市
長

救
命
技
能
を

　

身
に
つ
け
る
よ
ろ
こ
び

©2001スタジオジブリ

　

桜
の
花
が
散
る
と
、
桜
の
木
に
も
、
そ
の
他
の

木
々
に
も
い
っ
せ
い
に
春
の
芽
吹
き
が
始
ま
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
さ
に
、
自
然
か
ら「
い
の
ち
」

の
息
吹
を
感
じ
る
季
節
到
来
で
す
。

　
「
い
の
ち
」と
言
え
ば
、
私
は
市
長
に
就
任
し
て

痛
感
し
た
の
が
、
市
長
は
市
民
の
皆
様
の
尊
い
生

命
、
財
産
を
お
守
り
す
る
役
割
を
果
た
す
と
い
う

責
任
の
重
さ
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
防
犯
、
防
災
、

保
健
、
福
祉
を
は
じ
め
多
様
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
就
任
直
後
に
市
議

会
議
員
の
皆
様
に
も
お
声
を
か
け
て
ご
一
緒
に
受

講
し
た
の
が「
上
級
救
命
技
能
認
定
講
習
」で
し
た
。

　

三
鷹
市
で
は
、
私
が
市
長
に
な
る
前
の
平
成
12

年
か
ら
、
万
一
の
際
に
は
、
い
ち
早
く
適
切
な
人

工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
救
命
活
動
や
応

急
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
、
全
職
員
が
こ
の
講
習

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

上
級
救
命
技
能
認
定
に
つ
い
て
は
3
年
ご
と
に

再
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
先
日
、
私
は

部
課
長
や
保
育
園
長
た
ち
と
2
回
目
の
再
講
習
を

受
け
ま
し
た（
写
真
）。
1
回
目
の
再
講
習
か
ら
は

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
に
つ
い

て
の
実
習
が
加
わ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
業
務
従
事
者
の

認
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
、
市
役
所
、
学
校
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
に
配
備

し
て
き
て
お
り
、
実
際
に
、
市
立
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
倒
れ
た
人
を
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
て
救
命
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
末
に
は
、
三
鷹
市
か
ら
三
鷹
消

防
少
年
団
に
対
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
教

材
で
あ
る「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
」を
寄
贈
し
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
教
材
が
活
用
さ
れ
て
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
を
対
象
に
し
た
救
命
講
習
会
や
市
の

行
事
等
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
啓
発
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
実
際
に
使
う
機
会
が
な
い
こ
と
を
願

い
つ
つ
も
、
私
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
救
命
救

急
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
再
講

習
を
、
職
員
と
共
に
受
け
、
身
に
つ
け
る
こ
と
を

よ
ろ
こ
び
と
感
じ
ま
す
。

三鷹市長メールマガジン
市長のメッセージ、活動
記録、部課長コラム、新
着情報などをお届けしま
す。登録は、三鷹市ホー
ムページまたは携帯サイトからどうぞ。

憲
法
を
記
念
す
る

　
　

     
市
民
の
つ
ど
い

第
31
回

　

市
で
は
、
昭
和
55
年
以
来
、
企
画
段
階
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
、

憲
法
施
行
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
歴
史
作
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
半
藤
一
利
さ
ん
の
講
演
会
、
市

内
中
学
生
に
よ
る
憲
法
前
文
な
ど
の
朗
読
、
映
画「
お
く
り
び
と
」の
上
映
、
ま

た
市
民
団
体
に
よ
る
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
本
国
憲
法
前
文
な
ど
の
朗
読

　

朗
読　

東
三
鷹
学
園
第
六
中
学
校
生
徒

◇
講
演
会「
憲
法
の
二
〇
〇
日
」

　

講
師　

半
藤
一
利
さ
ん

◇
映
画「
お
く
り
び
と
」上
映

（
２
０
０
８
年
／
日
本
／
上
映
時
間
１
３
１

分
／
日
本
語
字
幕
付
き
）

監
督
：
滝
田
洋
二
郎

出
演
：
本
木
雅
弘
、
広
末
涼
子

◇
催
し
物
コ
ー
ナ
ー

（
午
後
1
時
〜
映
画
上
映
終
了
）

・
市
民
団
体
に
よ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
人
権
啓
発
・
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

・「
憲
法
平
和
写
真
」展

・
図
書
コ
ー
ナ
ー

第 1 部 午後1時～2時50分

半
藤
一
利（
は
ん
ど
う　

か
ず
と
し
）さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

昭
和
５（
１
９
３
０
）年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
卒

業
後
、
文
藝
春
秋
に
入
社
。「
週
刊
文
春
」「
文
藝
春
秋
」編
集
長
、

取
締
役
な
ど
を
経
て
作
家
に
。
近
現
代
史
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
を
数
多
く
発
表
。『
漱
石
先
生
ぞ
な
、
も
し
』で
新
田
次
郎
文

学
賞
、『
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
夏
』で

山
本
七
平
賞
、『
昭
和
史

１
９
２
６-

１
９
４
５
』

『
昭
和
史　

戦
後
篇　

１
９
４
５-

１
９
８

９
』で
毎
日
出
版
文

化
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

『
日
本
国
憲
法
の
二
〇
〇

日
』、『
幕
末
史
』、『
15
歳
の

東
京
大
空
襲
』な
ど
著
書
多
数
。

第 2 部 午後3時10分～5時21分

Ⓒ2008映画「おくりびと」製作委員会

市
、
三
鷹
市
教
育
委
員
会
、
憲
法
を
記
念
す
る
三
鷹
市
民

の
会８

０
０
人

５
月
15
日
㈯
午
後
1
時
か
ら（
0
時
30
分
開
場
）

三
鷹
市
公
会
堂

当
日
会
場
へ（
先
着
制
）

企
画
経
営
課
☎
内
線
２
１
１
６

◆
保
育
受
付

２
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
、
10
人

５
月
7
日
㈮
ま
で
に
必
要
事
項（
7
面
参
照
）・
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
）と
年
齢
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
経
営
課
☎
内
線
２
１
１
６
・

45-

１
２

７
１
・

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.jp

へ（
先
着
制
）

展
示
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
「
第
31
回
憲
法
を
記
念
す
る
市
民
の
つ
ど
い
」当

日
に
、
憲
法
に
関
わ
る
展
示
を
行
う
市
民
団
体
を

募
集
し
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
縦
１
２
０
㎝
×

横
１
８
０
㎝
の
パ
ネ
ル
ボ
ー
ド
1
枚
と
机
1
台
で

す（
物
品
販
売
は
不
可
）。

２
団
体
程
度

５
月
15
日
㈯

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ワ
イ
エ（
ロ
ビ
ー
）

４
月
28
日
㈬
ま
で
に
展
示
の
趣
旨
・
内
容
を
記

入
し
た
企
画
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で「
〒
１
８
１-

８
５
５
５
企
画
経
営
課
」・

45-

１
２
７
１
・

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.
jp

へ
。
選
考
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す

同
課
☎
内
線
２
１
１
６

手話通訳・ＯＨＰによる要約筆記付き

①窓ガラスの複層ガラス化
　市役所（議場棟を含む）の窓ガラスを断熱
性能の高い「真空複層ガラス」に張り替え、
空調効率を向上させることで電気・ガスの
使用量を抑制しています。現在、市役所1
階では、新旧のガラスに手を触れて断熱性
能の差を実感できるコーナー（写真1）を設
置していますので、ぜひお試しください。
　併わせて5階に換気窓を設置し、春・秋の時期には電力
を使用せずに空気の流れを作り、庁舎内の熱を放出します。

ストップ！
温暖化

市役所が「スーパーエコ庁舎」に生まれ変わりました
　市では地球温暖化対策の一環として、昭和40年の使用開始から40年以上が経過している市役所の環境負荷を
低減するため、東京都から費用の全額補助を受けて「スーパーエコ庁舎推進事業」を実施しました。
環境対策課☎内線2525

写真1

②中庭の芝生化
　市役所の中庭の一部（約400㎡）
を芝生化し、ヒートアイランド現象
を緩和するとともに、緑の心地よさ
を実感できる場を提供しています
（写真2）。さらに太陽光発電装置を
設置（写真3）し、作られた電力で芝生の水やりを自動化し省力化を
図ります（余剰電力は市役所で使用）。
　また、花と緑の広場（牟礼1丁目）に、維持管理の人材育成や、傷
んだ芝生に新しい芝生を供給する拠点を設置します。

写真2

写真3

プ ロ グ ラ ム
5月15日㈯
午後1時から


